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女堀は中世初頭の濯j既用水路として、全国的にも極めて巨大な記念物にもかかわらず、古文書にはその記録が一切

残されていません。そのため誰がいつ、どのような目的で掘ったのか 「謎Jとされ、その名称から 「女の人が一夜に

して掘ったJや「持続天皇や北条政菩といった女性の権力者が掘ったJなどの伝説が伝えられてきました。

女堀は、舎から約850年前の中世初頭に赤城山南麓の標高95mのラインに沿う形で約13kmにわたって掘削されま

した。取水先は前橋市上泉町の桃ノ木川と藤沢川の合流点近くで送水先は伊勢崎市固定町(固定駅周辺)でした。そ

の目的は豊富な利根川水系の水を伊勢崎市の早川流域まで送水し、この地域一帯を潤すために計画されました。しかし、

工事は未完成のままで終わってしまいました。

昭和50年代までは田園風景のあちこちに女I屈の掘削された堀@}iをみることができましたが、残念なごとに現在は、

あまり残っていません。

現在、赤城山南麓には2本の用水路が奇在します。力、って女堀が果たせなった濯溜用水路の目的を昭和になってか

ら大正用水と群馬用水で実現しました。
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発掘調査地一覧

群馬県埋蔵文化財調査事業団

2 

女堀底面の勾配図

史跡地一覧

図3



図4 二之宮地区上ノ坊の発掘調査前橋市二之宮町西から

図5 大小の小間割 前橋市東大室地区 北から ①~⑥が小間割②が小閣割の標準サイズ (3X12m) 図6 小間割 前橋市東大室地区 西から
⑦~⑨が小間割
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図8 前橋市二之宮地区上ノ坊の女堀 東から 奥に柵がみえる

昭和54年から58年の5力年にわたって実施された発掘調査によって、女I屈の謎が解明さ

れました。取入口は前橋市上泉町の桃ノ木川と藤沢川の合流点付近で、送水先は伊勢崎市田

部井町で全長12.75kmを測ります。赤城山南麓の標高95mに等高線に沿うように設定され、

堀幅15""'30m、深さ3""'4m、先の田畑一帯に必要な水をヨ|き土地を潤す目的で、途中で

の分水のない終点に送水する水路であると結論づけられました。
お お ま ま せんりょうち

女I屈の開削目的は大間々扇状地地域の再開発で、 農業用水を確保するために計画されまし

た。発掘調査の結果、通水の痕跡が全くないことが解明され、その工事は未完成で終わった

ことも判明しました。また、未完成にもかかわらず全線にわたる長大な区間の開削工事が一

斉に着手されたことも判明しました。

女堀を詳しく調べると、堀の幅や深さに、走行が食い違う箇所もありました。これはI屈全
こまわり

体を工区に分けて工事した結果です。さらに工区内部を小間割に細分して工事を行った痕跡

も確認でき、一つの工区内を幾つかの集団に分かれて，作業したことが明らかになりました。
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図10 東大室地区の女堀の発掘 西から ここでは、南側の最終掘削が終了する前に工事が中断されている。溝内には北側から流入する水を排出
問示)が数多くみられ、大人数での工事てゆあったことが偲ばれる。なお、 排出土の下からは畠の畝が現れ、搬出路は畠を潰してつけられている。
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あかぎやま

赤城山南麓は起伏に富んだ地形です。そのため通水面まで深い所では4mも掘られました。

1段目の掘削で出た土は南と北の両側に置かれます。2、3段目からは北側半分を掘削し、

つぎに南側半分を掘削します。北を掘って力、ら南を掘るという掘削方法は、赤城山麓側から

の湧水対策で、常に湧水側の北半分を低くしておいて、排水しながら掘削作業を行い、排出

された土は南側に集中することになりました。排出された土は、 1段目が最も奥に置かれ、

2段目は中間に、最後の3段目は一番手前に置かれています。
ひがしおおむろ

東大室地区では、最後の南側3段目の掘削が終わらない状態で工事が中断されていました。

これは、北側からの湧水や、河川から流入した水が多かったためです。赤城山南麓は豊かな

地下水があるため、女堀の掘削工事では、その地下水脈を寸断することになります。そのた

めに堀底に柵を作ったり、河川からの流入水を処理するための溝を掘ったりした苦労の跡が

随所に残っていました。

する土樋と水路がみえる。右側には排出土の運搬路 (白線で

オヒ 南

3 

4 

1 最初に北側を掘削する → 2 次に南側を掘削する → 3 土樋が造られ
る → 4 残土は南側に運ばれる → 5 通水溝をつけて完成する。

図11 女堀掘削土程平凡社1989~よみがえる中世5 浅間火山灰と中世の東国』より
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図12 小諸市からみた浅間山の噴火 昭和48年南から

こうずけのくに たいらのまさかど

平安時代の末期、上野国は平将門の乱がおきるなど、律令国家の秩序は乱れていました。
ちょうようぞうぶつ

また1095(嘉保2)年に上野固では 1カ年の調庸雑物(税)が免除になるほど、上野国は
ひ へい かしようてんにん

疲弊していました。それに追い討ちをかけるように浅間山の大噴火が1108(嘉承3.天仁元)

年と1128(大治3)年の二度、県内全域に震うようにありました。この噴火によって水田

のほとんどが復旧されることなく放棄されており、上野国の荒廃を決定的にしたことがうか

がえます。また、女堀の掘削し運んだ盛土の下にこの2つのテフラが見つかったことから女

I屈は火山災害の復旧で開始されたことが考えられます。

中央では白河上皇の院政が始まり、社会の動揺は様々な部分に及，s，中、貴族や武士たちは

経済的墓盤を求めて荘園や公領の開発に目を向けていきます。浅間山噴火後の12世紀中頃

には、全国的に荘園開発が進む大開発時代を迎え、再開発が一つの契機となり、荘園や御厨

が次々と造られていきます。

女堀の終点は、伊勢崎市固定町西固定の独鈷田と呼ばれる、帯状の水田です。この伊勢崎
たわらのとうた ふりはらひで、さと

市固定町周辺は、「平将門の乱jを鎮定したことで育名な俵藤太(藤原秀郷)の流れをくむ
ふ ち な し ざいち りょうしゅ

淵名氏が在地領主として、当時「淵名荘jと呼ばれた荘園を成立させていました。女I屈の開
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図13 浅間 Bテフラと浅間粕川|テフラの分布範囲

かみつけの里博物館 2004 r1108浅間山噴火一中世への胎動一』より

圃圃圃圃圃圃圃圃圃園町亙Jf;f副首m____ _ 

-・・・・・・・・・~~首E耳目s;ar.. 週・・・・・・・・・・
1128 (大治3)年

j原師時の日記 『長秋記jによる

↑ 

-・・・・・・・・・・同首巴言jþ--&i~____  _ 
1108 (嘉承3 天仁元)年

藤原宗忠の日記 『中右記jによる

図14 女堀の盛土の下に堆積した

浅間Bテフラと浅間粕川テフラ

おお己、己、う おおむろしよう

削ルー ト周辺には、大胡郷や大室荘など、淵名氏と同じ秀郷の流れをくむ地方領主が経営す

る荘園が多く存在しています。

発掘成果からは、開削工事が一つの統ーした意思の下に計画され、実行されたと考えられ

ています。女堀の開削は赤城山南麓の秀郷流藤原氏を名乗る同族集団の共通の利害関係に塁

づく、壮大な共同ブpロジェク 卜として行われた一大工事であったことがう力、がえます。
と ば りょうこうせいさいたいけんもんいんたまこ にんなりほう

また、淵名荘は、鳥羽上皇の正妻待賢門院1章吾が1130(大治5)年に建立した仁和寺法
こん己、ういん 己、がんり りょう

金剛院の所領(御願寺領)です。いつから淵名荘が成立したか詳しいことは不明ですが、 淵

名氏が在地領主となって荘園を造り、そこには天皇家が関わっていたようです。

v ~，，~ 
図15 赤城山南麓の地形と荘園 ・御厨 ・郷 ・保

平凡社 1989 rよみがえる中世5 浅間火山灰と中世の東国」より

図16 鳥羽上皇の正妻待賢門院E章子
(1101年一1145年)

j去金剛院絵葉書より
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図17 群馬用水前橋市小坂子町西から
群馬用水は、昭和39(1964)年に着工され昭和45(1970)年に完成しました。沼

いわもとちょう かわはlず かみしらい

田市岩本町と昭和村川額の利根川から取水し、渋川市上白井で赤閥幹線と榛名幹線に

分水される濯;!~用水路言弘赤峨幹線は標高280?JPF盲線ltiq2て渋川市赤刷T津
久田から桐生市新里町新川 みどり市大間々町桐原にある早川貯水池までの全長

32.8畑の用水路です。

図18 大正用水 前橋市西大室町西から
大正用水は大正ア (1918)年に計画されましたが実現されず、 昭和18(1943)年

に再度計画が持ち上がり、昭和19(1944)年に着工され、 昭和27(1952)年に完

成しました。利根川板東橋上流で取水し、伊勢崎市香林町で早川に合流する標高130

mの等高線に沿った全長24kmの用水路です。

図19 女堀 前橋市飯土井町 西より
女堀は中世初頭に港湾用水路として計画されましたが、未完成の用水路が痕跡として

一段くぼんだ帯状の区画として連続して残されていました。 しかし、昭和50年代の

圃場整備によってその痕跡はほとんど消えてしまいました。発掘調査によって、前橋
市上泉町の藤沢川と桃ノ木川の合流点付近から取水し、 伊勢崎市固定町までの標高
95mの等高線に沿った堀幅 1 5~30m、深さ 3~4 m 、 全長 1 2.75krnにおよぶ用水路

であることが判明しました。
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図20 赤城山南麓を横断する用水路 国土地理院 5万分 1地形図 ・

女堀はその後長い間、歴史の中から忘れ

去られました。しかしこの水路跡に着目し

て再利用も試みられました。江戸時代の寛

政4年に干ばつがあり、そのときに女堀の

前橋 ・桐生及び足利を使用

再開発が計画されましたが、実現するには至りませんでした。また、大正用水が計画された

ときも、女堀を利用が一つの案として浮上しました。

女堀と大正用水、さらに群馬用水が追加され、3本の水路が並行していることがわかります。

このように女I屈が計画されてから、この2つの水路は800年後に完成しました。

11 



このコースは、 JR両毛線前橋駅を塁点にして全長12.75kmの女堀を歩
ろせん

くコースです。距離が長いので路線パスも利用しながら、季節の良い時に、

赤城山南麓に残された巨大な記念物 「中世のロマン-女I屈Jを体感するウ

オーキングにチャレンジしてください。

図21 ⑮ 空から見た二之宮地区女堀沼の史跡女堀 上空より昭和54年撮影

図22 ⑫ 赤堀花しょうぶ園地区の史跡女堀 伊勢崎市下触町 :北から

図23⑬ 女堀を流れる桂川 伊勢崎市下触町 .西から
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【参篭コース】

JR両毛線前橋駅下車コ北口へ

シャトJレパス
乗車時間12分/料金100円

上毛電鉄中央駅で乗車

乗車時間8分/料金230円
上毛電鉄上泉駅を下車

0.9畑

画酉軍軍"in.llijl因
品 0.7陥

E潤司m;開閉置・・・・・・・・・・・
ι 0.9km 

EB昆[flllel月 ::1長著医官.rw""渇言毎週・・・・・・・・・
ι 。目8km

E爾富田間関棚田・・・・・・・・・・
4 0.8km 

匝智司m::u~雇通Ji:l品咽・・・・・・・・・・・・・・・
ι 0.5剛

E設司ZZ凶~äi.副匝雇!~坦・・・・・・・・・・・・・
s 1.7km 

臨~l稀託尋~lt説im冒~.亮n~~~ヨIl踊・~J置・・・・・・

ι 0.8km 

EB画面量三削直通~，~省出頭~;t5iii注意司・・・・・・・
4 0.7km 

臨重量剖圏盈岨臨調・・・・・・・・・

ー

0.7km 

EIDIill音量亘I::I~面扇[珊遅市温・・・・・・・・・・・・

ー

0.7km 

臨孟圃亘臨画面函m• . 
品 0.7km 

E擁護週~::t:I_唱i湘a... 軍司問自陣~äimt:週Jm温

ι 1.5km 

E!)H~litlll砂Þl~ヨ111防磁語碍事選Ji:l坦・・・・・・・・・
4 3km 

問 言問llIMG憲司EEE------------
0.7畑

JR両毛線固定駅

乗車時間20分/料金320円
JR両毛線前橋駅

※国道50号線のパス停は前橋公園前橋駅ー東大室町

(永井パス東大室線)路線。 1時間に 1本運行。平日7

時台~20時台1 6本運行、土日祝88寺台~ 1 9時台12本

運行。

E ・E ・- 堀や盛土跡

推定ライン

:、十¥¥'¥1 

図24 女堀ウオーキングマップ 国土地理院 2万5千分1地形図 -前橋大胡を使用

図25① 女堀の取水点 (桃ノ木)11)

前橋市上泉町.南から
図26 ② 上毛電鉄の東に残る女堀

前橋市石関町:西から
図27 ⑤ 富田地区の史跡女堀

前橋市富田町720-1 西力、ら
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図28 ⑧二之宮地区女堀沼の史跡女堀

前橋市二之宮町292:北西から

14 

図29 ⑨二之宮地区の史跡女堀
前橋市荒子町640-1:北西から

図30 (jJ)前工団地区の史跡女堀
前橋市東大室町164-2:東から

図31 ⑫赤堀花しようぶ園の史跡女堀
伊勢崎市下触町:北から

図32 ⑬桂川と柏川の合流点
伊勢崎市下触町，南から

図33 ⑪女堀終末地点、の独鈷田
伊勢崎市固定町。南から
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元号 西暦 上野国の動き 申央の動き

万寿2 1025 東国で疫病流行

応徳3 1086 白河上皇院政始まる

嘉保2 1095 上野国亡弊のため 1力年の調庸雑物を免除

天仁 1 1108 浅間山大爆発(浅間Bテフラ) -
天万く2 1111 藤原成綱、相撲節会の参加 -
万く久2 1114 藤原家綱、雑物押取により上野国司より訴えられる -
元永2 1119 関白藤原忠実家の上野国荘園設11.計画、院の辰苅で停止 -・・園田
大治3 1128 浅間山大爆発(浅間粕川テフラ) 四大治4 1129 上野国司、火山灰降下によって貫納免除を申請 女I屈の開削

大治5 1130 これ以降、淵名荘が成斗する 仁和寺法主剛院建斗される

上野国交代実録帳作成される

天承 1 1131 高山御厨成11.

久寿3 1156 園田御厨成11. 保元の乱

保元2 1157 金剛/1)院領新田荘成立する

保元3 1158 藤原家綱、相撲節会の参加 平治の乱

長寛2 1162 この頃、那波郡に玉村御厨、勢多郡に青柳御厨が成11. -仁安3 1168 源義重、新田荘の「空間の郷々Jを頼王御剛とその国に譲与 -承安2 1173 新田義貞、薗田御厨司と争う -治承4 1180 
-・・・・E

治承 ・寿方くの乱始まる

葺和 1 1181 足利忠綱、野木宮合戦に敗れ敗走

建久 1 1192 源頼朝、征夷大相軍となる

女I屈年表 The Chronological Table Of Onnabori 

参考文献 (公財)群馬県埋蔵文化財調査事業団 1984 r女堀ー中出初期・農業用水祉の発掘調査 J

平凡社 1989 rよみがえる中世5 浅間火山灰と中世の東国j

服部英雄 1989 r東国の濯湖周水 ー巨大な記念物、女i屈-H古代史復元10 古代から中世ヘJ

飯島義雄 2001 r未完の濯淑用水遺構・女i屈の取水予定地の検討J(公財)群馬県埋蔵文化財調査事業団研究紀要19

梅津重昭 2004 r女堀の受益地域を考えるーその歴史地理学的考察-Hぐんま史料研究j第22号

かみつけの里博物館 2004 r1108浅間山噴火ー中世への胎動-J
(公財)群馬県埋蔵文化財調査事業団 2005 r群馬の遺跡ア 中世~近代』

前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2007 r石関西田E遺跡j
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